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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第13号 (2009)

短期海外研修のプログラム作りと課題

一 大阪大学グローニンゲン大学短期訪間プログラム実践報告 一

1 は じめに

大阪大学は平成 20年 12月 現在、多くの海外の大

学と学術交流協定 (大学問 70校、部局間 284校)を

締結しておりこの数は年々増加している。この交流協

定を利用し半年から 1年間海外派遣留学をする学生

の数は、大学問・部局間の協定を合わせると、年によつ

て数にばらつきがあるものの、毎年 50名前後が留学

しており、特に大阪外国語大学との統合後はその伸び

は顕著である
1。 一方、夏休みなどの期間を利用し

3～4週間程度海外で研修を受ける短期研修プログラ

ムについては、明確な数値は不明であるが、平成 19

年度を例にとると、夏期に行われた米国、アジア、欧

州における 5つのプログラムだけで、80名余りの学

生が参力日した。これらのプログラムの一つに、「グロー

ニングン大学短期訪問プログラム」がある。これは、

本学が海外拠点を設置しているオランダ王国・グロー

ニングン教育研究センター、グローニングン大学、本

学文系部局教職員が中心となり、プログラム作成、運

営に関わつている主に文系学部生向けの留学体験型プ

ログラム2でぁる。プログラム自体はグローニングン

大学のものであり、責任はグローニングン大学側にあ

るが、大阪大学側の要望や意見などを取り入れながら

渡部 留美*

プログラム作りが行われている。そして大阪大学にお

ける学生募集やオリエンテーション、旅行社選定など、

プログラム実施までの大阪大学での業務を文系部局教

職員 (文系短期研修委員会)が毎年持ち回りで担当し

ている。

本プログラムは、参加する学生に「短期間の試験的

な留学の機会をあたえる」、「ヨーロツパの文化や社会

を現地で学びつつ、英語での授業を実際に経験させる」、

「将来における本格的な留学への動機づけをあたえる」

ことを目的とし竹中亨国際交流室国際企画推進本部員

(文学研究科教授)のイニシアチブのもと立ち上げら

れた。平成 18年度に開始され、初年度は、文学部が

担当部局となり、文学部、法学部、経済学部の学生

20名 が参加した。平成 19年度は、人間科学部が加

わり、法学部が担当し法学部、文学部、人間科学部か

ら14名が参加した。平成 20年度は、さらに外国語

学部が加わり、人間科学部が担当部局となり5部局

から20名が参加した。平成 20年度の実施期間は、

平成 20年 8月 26日 ～9月 17日 である。

本稿では、まず平成 20年度の本プログラムについ

て、筆者である人間科学部の担当者 (以降コーディネー

ターと呼ぶ)が行つた学内広報、学生募集 。選考、旅

行業者の選定、オリエンテーション、危機管理体制等

要  旨

本稿では、平成 20年度 「グローニングン大学短期訪問プログラム」の実践報告を行 う。学内広

報、学生募集、オリエンテーション、旅行業者選定について報告したあと、参加学生を対象に実

施した研修前後のアンケー ト及び引率で得た知見から今後の短期研修プログラム作りの課題につ

いて述べた。

【キーワー ドl短期海外研修、オランダ王国、グローニンゲン大学短期訪問プログラム

大阪大学大学院人間科学研究科特任助教

―-75-―



を中心に実践報告を行う。次に、参カロ学生を対象に研

修前後に実施したアンケー ト結果とコーディネーター

の引率経験から、プログラムの主観的 。客観的な評価

を行うことを試みた。最後に今後の短期研修プログラ

ムのよりよい運営方法の提案と課題について述べた。

2 20年 度実施概要

2-1 参加者の募集と選考

2-1-1 広報

過去 2回の実施担当者の反省や学生からの報告書

によると、本研修の存在について学生に十分に伝わつ

ていない可育旨性があつたため、平成 20年度から本部

国際交流室国際企画推進本部の予算にてチラシを作成

することとし、入学式において 1年生に配布を行つ

たほか、各文系部局および全学共通教育実施部局であ

る大学教育実践センターにもチラシを送付し周知を行つ

た。

2-1-2 説明会の実施

今年度は、これまで行つてこなかった説明会を実施

した。4月 中旬と下旬の 2回、いずれも低学年の学部

生が参加しやすいよう、豊中キャンパス共通教育棟に

て夕方 4時半から5時半の間に開催した。内容は、

コーディネーターによる研修の概要説明、旅行業者に

よる旅程やフライ トスケジュール、旅費の説明のあと、

昨年の参加者による体験談の発表の時間を設けた。特

に研修の内容については、コーディネーターが現地に

ついて知識が乏しかったため、現地の様子やプログラ

ム内容について学生に説明できない部分が多く、実際

に参力日した経験者による説明は説得力のあるものであっ

た。加えて、研修に臨んでの心構え、事前の英語学習、

現地での気候や街の様子、必需品、研修の効果など、

あらゆる面から報告を行うことで、同じ学生という立

場から率直な意見を述べていただくことができた。1

回目の説明会は 25名超、2回 目の説明会は 18名の

参加があり、こちらの予想以上であった。出席者から

は、「英語の勉強は何をしておけばよいか」「受験英語

で役に立つか」「国際交流科目を取つているが、1～2

割しか理解できない。大丈夫か」などといった英語に

関する質問やオランダでどのような体験ができるのか、

といった質問が次々と出、研修に対する関心の高さが

伺われた。また、説明会に出席できなかった学生数名

からメールなどで英語能力の証明方法や費用について

問い合わせがあった。

2-1-3 応募と選考

今年度は入学式の時期にあわせてチラシを配布する

など、時期的にも早くから準備を進めていたこともあ

り、参加者の募集期間を比較的長くとることができた。

平成 20年 4月初旬に募集要項を完成させ、申込書、

説明会の開催案内と共に各部局の教務係に学内便にて

送付した。応募期間は 4月 中旬から5月 上旬とした。

募集要項には、昨年の費用、大学からの助成金の存在

のほか、現地では大阪大学グローニングン教育研究セ

ンター教職員がサポー トを行うこと、保護者の承諾書

をとること、大学指定の旅行保険に加入すること、な

どを記し、内容を良く理解した上で応募する旨明記し

た。申込書は裏表 1枚の簡単なものであり、選考に

あたつて参考となるように、英語能力 (TOEFL,

TOEIC等 )、 渡航経験、英語学習状況、志望動機お

よび抱負を記入させ、本研修を知ったきっかけ、説明

会への参加の有無、なども参考としてきいた。

参加者の定員が全部で 20名のため、参加 5部局の

定員を各 4名 とした。定員割れが起こった場合、理

工系の学部にも広げた二次募集を行うことを想定して

いたが、最終的に 37名 (文学部 8名、法学部 3名、

経済学部 8名、人間科学部 8名、外国語学部 10名 )

の応募があった。定員割れがあつた法学部を除き、各

部局でそれぞれの担当教員による選考が行われた。法

学部で浮いた 1名分は最も応募者の多かった外国語

学部の定員を 5名 とすることで調整した。選考の基

準は特に設定せず、あくまで部局の担当者に一任した

が、結果的にプログラムの趣旨。目的に基づき、海外

渡航経験の少ない者、学年の低い者、授業についてい

けると考えられる程度の英語能力のある者などが選考

された。決定後参加をキャンセルした学生がいたため、

最終的な参加者は文学部 4名、法学部 3名 、経済学
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部 3名 、人間科学部 5名 、外国語学部 5名 となり、

学年別では、1回生 7名、2回生 5名、3回生 3名、

4回生 4名、大学院生 1名であった。性別は女性 16

名、男性 4名であった。

2-1-4 旅行業者の選定

参加する学生にとっても担当者にとつてもプログラ

ムの内容と同等に重要であるのが利用する旅行業者の

選定であろう。学生や担当者から出される質問に答え

るだけの知識 。経験、いざというときにしつかリサポー

トしてもらったり迅速に動いてもらえるだけの体制の

有無、低価格であるかどうか、などを考慮することが

重要である。毎年決まつた旅行業者はなく、過去 2

年は同じ旅行社を利用していた。今年は 4社から見

積もりを取り、矢内 (2007)で紹介されている旅行

業者の選定方法を参考にしながら業者を決定した。そ

の結果、直行便が確保できたこと、低価格であったこ

と、これまでの実績などを勘案した結果これまでと同

じ業者に依頼することになった。

2-2 オリエンテーション

6月初旬の最終的な参加者の決定後、出発までに計

3回オリエンテーションを行つた。一回日は、6月 中

旬に行った。教室に到着した参加者に参加者リストを

酉跡 し、全員が揃うまでの時間を使い、参加者同士が

自己紹介しながら学部と学年を聞き、リス トに記入さ

せるという簡単なアイスブレークを行つた。参加者の

ほとんどが互いに初対面であり、出発までの期間数回

しか顔を合わせないため、できるだけ互いを知ること

が重要であると考えたためである。次に、グローニン

グン教育研究センター職員とコーディネーターで作成

した研修のしおりに基づき日程およびプログラム内容、

参加費の支払い、保護者承諾書提出などの説明を行い、

続いて旅行業者によるフライ トスケジュール、保険の

種類と内容、レイルパス購入の説明などが行われた。

さらに、海外渡航が初めての参加者もいたため、コー

ディネーターから海外での行動について気を付けるこ

と、出発までにやっておくべきことなどの説明を行つ

た。最後に、宿泊先であるゲストハウスの部屋割りを

決めた。事前に一人部屋、二人部屋、二人部屋 (キ ッ

チン付き、キッチンなし)力 あ`ることは伝えていたの

で、それぞれ希望する部屋の者同士で集まってもらい、

自分たちで部屋割りを決めさせることとした。

二回目は 7月 初旬に行い、 リーダー、副リーダー

を各二名選出した。出発までに病気や歯の治療をして

おくこと、一人暮らしの参加者は、アパー トなどを留

守にする前にしておくべきこと、現地での治安と安全

対策、現地での行動などについて述べた。そのあと、

グローニンゲン大学か ら短期留学 中の二名 の

OUSSEP学生にゲス トとして参加 してもらい、15

分ほどオランダ及びグローニンゲンについてプレゼン

テーションをしてもらった。最後に、2グループに分

かれ、グローニングン大学の学生を囲み自由に質疑応

答を行つた。参加者は、オランダについての知識を学

習しただけでなく、英語で話すことにより、研修に向

けてさらにモチベーションを高めることができたよう

である。

三回目は 8月 上旬に行つた。当日は大阪大学から

長短期間留学する学生のための「海外留学派遣学生対

象派遣前オリエンテーション」が開催され、大阪大学

留学生センター教員による海外留学・研修の心構えに

ついての講演、専門家による留学時の危機管理につい

ての講演に出席した。終了後、本研修の参加者のみに

よる最終オリエンテーションを行い、旅行業者からの

最終説明が行われ、コーディネーターから空港集合時

間と場所の確認、帰国後の報告書提出についての説明

を行つた。危機管理対策として大学本部からの指導に

よる緊急連絡網を酉跡 し、緊急時に連絡すべき箇所の

確認を行つた。また、コーディネーター、現地グロー

ニンゲン教育研究センタースタッフの携帯番号、宿舎

の住所を日本語と英語で記載した名刺大のカー ドを配

布し、 トラブルに巻き込まれた時や道に迷つた時のた

めに携帯しておくよう指導した。さらに、グローニン

グン教育研究センターから帰国中であつた藤原センター

長にも参加いただき、現地の気候などの最新情報、持

参すれば便利なものなどのアドバイスをしていただい

た。
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3 参加者による本 プログラムの評価
一研修前後のアンケー トよ り

次に、参加者に対し研修前後に行つたアンケー ト結

果を紹介する。本プログラムの参加者による期待、実

際に参力日した学生が本プログラムによつて、何を経験

し、学び、習得したのかについて述べる。また、コー

ディネーターは旅程の前半 10日 間ほどを学生に同行

した。そのときに得られた知見も取り入れながら考察

する。

研修の目的について研修前に問うたところ、表 1

のような結果となった。ほとんどの参加者が英語能力

の向上と異文化を体験することを目的にあげていた。

さらに自己の成長も 15名が目的としてあげていた。

参加者が本プログラムを、異文化を体験しながら英語

能力を高め、海外での経験が自己の成長にも繋がると

捉えていることが伺われる。参力日申込書を見る限り、

表 1 研修の目的 (複数回答、N=20)

表 2 オランダの何に関心があるか (複数回答、N=20)

:べ物

築 物

史 8

日本とオランダの関係 7

境 F.R頴 6

術 6

うしな 言讐 5

4

経済 3

地理 3

支育 3

フア ツ``ノ¬t 3

スボ ー ソ` 2

宗 教

法 4 2

2

F」早豊

性役割 1

多くの参カロ者にとつてはこれほどの長い期間親元や日

本から離れることは始めての経験であり、期待値が高

いと想像される。また、12名がオランダや欧州の文

化に触れて知識を深めることを目的としていたが、オ

ランダの何に関心があるかきいた質問では、歴史や建

築物と並んで食べ物をあげており興味深い (表 2)。

研修についてそれぞれ満足度をきいたところ、表 3

のような結果となった。研修の費用について不満が高

かったが、全体の費用のうち比較的コストがかかつた

ものは宿泊費であつた。宿舎については、時期的に大

学の寮を利用することができずこれまで大学の研究者

用グストハウスを利用している。しかし、結果的に宿

合に対する満足度は高かったので、費用を抑えかつ、

満足のいく宿舎を提供できるかがカギとなるだろう。

ESNプログラムとは、現地の学生が主催する国際交

流団体であり、グローニングン大学に留学のため到着

したばかりの海外の学生を対象としたオリエンテーショ

ン的イベントが 8月 末から9月 初めにかけて数回行

われた。内容としては、市内ツアー、自転車購入の手

伝い、カフェバーでの懇談やレストランでの食事会、

初歩オランダ語講座、映画会などである。このプログ

ラムについては、オランダや他国の学生と親しくなれ

るよい機会であったと評価する参加者がいた一方、い

きなリカフェバーに連れていかれ、お酒を飲みながら

暗い場所で話をすることに戸惑いを覚えた者や他国の

学生にセクハラまがいの被害にあつたと訴える者もお

り、評価が分かれた。特に、20近くのグループに分

かれて行動したため、一つのグループに本研修参力日者

が 1～2人という状況であつたことからも不安感が一

層募ったのかもしれない。このプログラムは自由参加

としていたが、どの参加者も外国人と交流したいと意

気込んで参加しただけに、初回で楽しめずに、2回 目

以降参加を断念した学生にとつては、不満の残る内容

であつたようである。一般の学生向け専門授業は、滞

在中に各学部の専門の授業に参加したり、聴講したり

できるというもので木研修の目玉の下つであつた。し

かし、実際には授業の担当教員に本研修の参加者が受

講する旨の連絡が伝わつていなかつたり、1週 目の授

業が休講になったりしており、満足に授業を受けるこ
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とができない状況であつた。これは、本研修をコーディ

ネー トしているグローニンゲン大学国際交流課と各部

局の連絡が不十分であつたためであるが、実は毎年起

こつている問題であり、今年度も改善がみられなかっ

た。さらに、本研修の参加者が受講可能な授業の発表

がオランダ到着後であったことから、参加者が事前に

研修の予定を立てることができず、ス トレスとなつて

いた。このような諸事情から、来年度以降もこういつ

た問題が生じる可能性もあり、プログラムの内容に盛

り込むことについては検討課題 とすることになった。

表 3 研修の満足度 (N=12)

非
常

に
満

足

満

足

や
や

不
満

不

満

研修の費用 0 3 8 1

研修期間の長さ 2 8 1 1

説明会 (参加者のみ回答 ) 2 7 1 0

阪大でのオリエンテーション 2 0

宿舎 1 0

ESNプログラム 4 5 1

英語プレゼンテーション授業 1 0

一般の学生向け専門授業 0 5 5

週末バスツアー 0 0

初日のアムステルダム見学 7 1 0

本研修の参加者のほとんどが目的として掲げていた

英語能力の向上については効果はあつたのであろうか。

様々な場面で英語を使用することについての不安を聞

いたところ、研修前と研修後で変化がみられ、研修後

は、全体的に英語使用の不安が軽減された (表 4)。

多くの参加者は、公共の場で英語を使用することにつ

いては実践を積むことによつて度胸や自信をうけたよ

うである。表 3で満足度の高かった英語プレゼンテー

ションの授業も効果があつたようで、英語でプレゼン

テーションをすることの不安についても軽減されてい

た。一般的に海外研修で得られる最大の成果の一つと

して英語の間き取 り能力の向上が挙げられる (野中他、

2001)が 、聞きとりについて問題がなくなったと回

答した参加者が増えていた。コーディネーターは全部

で 5回あつた英語プレゼンテーション授業の 1回 目

を見学したが、本研修参加者 20名 だけのための授業

であったものの緊張もあつてか、積極的な発言や質問

がでることは少なかつた。おそらく参カロ者同士も互い

のことや英語能力を知らないので、遠慮や気後れがあつ

たのかもしれない。また、単語の意味を知らないため

に教師の質問が理解できないこともあつたようである。

例えば、“Do you haサe a laptop?"(ノ ー トパソコン

を持つていますか)と 聞かれても “laptop"が何で

あるかを知らない参加者が何人かおり、こういつた学

習に必要な単語を事前に知っておく準備の必要性を感

じた。

表 4 英語の使用に関しての不安

研修前 (N=20) 研修後 (N-12)

非常に不安 少し不安 非常に不安 少し不安

① 2 5

r2J 0 2 8

0 3

④ 6

0 3 5

⑥ 6

*各番号は下記の質問をさす。
① 授業中、英語を聞きとること

② 授業で自分の意見を述べること

③ 授業でディスカッションすること

④ 授業でプレゼンテーションをすること

⑤ 授業で質問をすること

⑥ 英語の宿題をすること

⑦ オランダのレストランなどで注文をすること
③ オランダのスーパーなどで買い物をすること
⑨ オランダで乗物にのるときなどチケットを買うこと
⑩ 公共の場でオランダ人に話しかけ、英語で道などを聞くこと
① 授業やイベントで会ったオランダ人や留学生に気軽に話しかけること
⑫ オランダ人や留学生に自分の専門分野について説明をすること
⑬ オランダ人や留学生に日本の文化や社会について説明をすること
⑩ オランダ人や留学生に自分の趣味について話をすること

*研修後の質問では、「オランダ」「オランダ人」の部分を、それぞれ「海外」「外国人 Jと質問した。

桂 (2002)は海外語学研修の意義のひとつとして、

自分の気持ちを伝えたい 。交流したい強い思いが文法

にこだわらずに言いたいことが言えるようになり、完

璧な文法を使うことの緊張感が薄れ、更に、コミュニ

ケーションとしての語学を勉強したいという学習意欲

が高まると述べている。そして結果的にこの意識が語

学能力を高める上で重要な動機付けとなっていると指

摘している。そういつた意味でも、海外での研修は帰

国後の英語能力を向上させるよいきつかけとなつてい

-79-―



表 5 オランダのイメージ (研修前)
1 【州 の 小 日 、特 別 これ とい った 特 徴 の な い 国

のどかな国

3
空と草原はかりで、あまり観光を桑じめるところはなさそう。食
べ物が暫去 ^オうンダ人i太陽気

4

オラングについての知識はほとんどありませんでした。その

分、先入観なく行くことができたと思います。ただ、オランダの

独自の法律が施行されていることや、小さい国なのに世界で
のインパクトが大きい点で :士 _大亦日峡があι,ま l´ f― ^

6

ヨーロッパなのでやはり環境問題に積極的に取り組んでいて、
またオランダに限らず外国人は不親切だというイメージがあっ
■

7

オランダ人は世界一背が高くておおらかで、のんびりした田園
風景のイメージが強かつた。福祉や環境問題に積極的なヨー
ロッパの一国なので、きれいな国だと思つていた。売春や麻薬
が合法なので、自由で自己責任の強い国だと思つていた。

国 吉 手 ■一 :卜′り ま ′゙つノー ■麗 闇 絹 手 ― ズ

9
オランダはあまり治安が艮くなく、人も冷たそうなイメージが
ムハf_

1 結橋 小 さな 国 6風車 、チ ー ズ な ど の イメー ジ しか な か つた
ヨーロッパなので、学ぶことなど厳しい姿勢だろう。自然が美し

`み
わ寡人々ボ塾ιlir:ィ !、スだスち ル黒って 1ヽ f― _

日本と異なる点が多いのではないかと思つており、共通点はり
ないのでl士ル照っていf― _

表 6 オランダのイメージ (研修後)

ると考えられる。実際、ある学生は、研修前に 730

点であつた TOEICが研修後には 810点になり、研

修の効果を実感 している。研修の効果を知るためにも

こういつた英語能力を浪1定することも今後は必要であ

ろう。

参加者に研修前と研修後のオランダのイメージを聞

いたところそれぞれ表 5、 表 6のような結果となつた。

マスコミなどを通してしか持っていなかった漠然とし

たイメージが実際に現地に足を踏み入れ、現地の人と

接し、体験することで明確なイメージが確立されてい

ることがわかる。マイナスイメージを持つていたもの

がプラスのイメージになったり、その逆もあつた。い

ずれにせよプラス面もマイナス面も含めて自分の日で

確かめることによってオランダという国の現実を提え

ることができたようである。

4 本研修の発展に向けた今後の課題
一学生にとつて有益なプログラム内容の提供一

冒頭で触れたように本プログラムの主体はグローニ

ンゲン大学であり、大阪大学側はプログラム運営上の

決定権を持つているわけではない。ただ、グローニン

ゲン大学自体もこういつたサマープログラムをパッケー

ジとして持つているわけではないため、毎年一からプ

ログラム作りを行つている。いわゆる手作りのプログ

ラムなのである。そのため宿舎の手配、研修内容の決

定などプログラム完成までのプロセスに月彰大な手間と

時間がかかつている。これは、同じく文系短期研修委

員会が担当しているマヒドン大学での研修 (マ ヒドン

大学インターナショナルカレッジが運営するパッケー

ジ形式の研修)と は性格が異なる。しかし、コーディ

ネーターがグローニンゲン大学の担当者と懇談した際

には、本プログラムをよりよくするために今後も努力

したいと述べていただき、グローニングン大学が大阪

大学を重要なパー トナー校として考えていることが伝

わってきた。本稿では、このような運営自体の問題に

ついては触れず、将来的な本プログラムの単位化も見

据え、学生にとって有益なプログラムとなるよう大阪

大学側が検討すべき課題のうち、事前学習と研修後の

1
自 由・自 己 決 定 (売春 、ソフ トドラッグ 、安 楽 死 )、 他 方 、福 祉 匡
蒙 r盲痛 童 宮 像 膳 、 菫 lい蔀 古 讐 網 .格備 首 盾 7k蕗

自国語はオランダ語だが、国民全体の英語力が高い国だと感

想像していたより見所が多かつた。特に、′ヽスを使つてほとん
どの美術館に無料で入館できるという点が、文化面で日本より
優れていた。雄大な空や平原もあれば、近代的な建築が点在
していたりと、驚嘆させられることが多くて飽きなかった。食ベ

物はやはリバンやポテトなど穀物類中心だったが、日本のもの
より美味しく感じた。スーパーにはいろいろな食材がそろってい

るし、市場も充実していた。街中でアイスやワッフルを気軽に食
べ歩きできるのが楽しい。オランダ人は陽気というか、しつかり
と芯があつて何事にも積極的。楽しむときは楽しむ。皆親切で

あたたかい。そして、自国を愛す気持が、歴史の授業やダッチ
パーティで伝わってきf― ^
実際にオランダに行つてみて、オラング独 目の法律やオランダ
の持つ経済力や世界でのポジションの根拠などまでは分から
なかったものの、もつと生活に密着したことに対する理解は深
まりました。主に食生活や自転車を乗る文化を始めtオランダ
人の持つ雰囲気など、実際に行つて肌で感じないと分からない

「
ルふ螢ス.不

「
ム翡 f―ル熙1、士オ

自 由 な 風 土 が あ る

コミのガ別もなく、lA場なとほ目小とJ16へものにならないはこ
ゴミが散乱していて汚いなど、環境問題に対する取り組みは全
く見受けられなかつた。またオランダの人は日本のように懇切
丁寧に面倒をみてくれるわけではないが、日本人よりも気さく
不 園ぅτ:、スル事軽ir吉ふ力、:+7`翡 ふ
オランダの風景や建造物はとても美しく、風軍や教会、石畳な
ど日本と全く異なるものに魅かれたが、ゴミのポイ捨てや喫煙
も多く残念なこともあつた。オランダ人の英語能力の高さに驚く
と共に言葉が通じる便利さを実感した。飾り窓等の日本では考
えられないものが文化として存在することに大きな衝撃を受け
f―

文化、街、人、全て力` 日本とは違う国でした。グローニンゲンが
単 牛 の 8Tデ ルい う

「

ル券 室 感 l´
=l´
■ ^律み や す か ぅル で す ^

グローニンケンは、治安も患くなくゆつたりとした雰囲気だつ

た。また、ヨーロッパ系の人だけでなく、世界各国から来ている
人がい f―■―め警い f― _

小さいよつで大きな国。ヨーロツ′ヽ 、EUのカロ盟国といつことで周
囲の国々も近いし結びつきが強いように感じられた。風車はあ
十ιlチ■バぅ十_

雪で団緒して目国を受りたてて行こうとする螢努が強く、ス藤
の繋がりも強い国だと思つた。他国の人に対しても優しく、全て
1詭極的だっf― ^Man― maHoキ誇ぅでいスのが去膳ス1_い ^
もちろん異なる点は多かつたが、オランダであれほど自転車文
化が発達していたことには驚いた。また授業が無くなつた時に
生徒が喜ぷ様は日本と同じだと思つたが、いざ授業が始まった
時の集中力、積極性、また教授の意欲は強く感じられ、日本と
の墓十∩構 l、不l士な:、ム、ル威 :・■

*表 5と表6の番日ま同一人物であることを示している。
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フォローアップについて述べる。

まず事前学習についてであるが、英語学習、オラン

ダについての事前学習、海外研修一般などについての

講習が考えられる。英語学習については、今年度は自

分で勉強しておくようにとだけ伝えてあつたが、具体

的に何を勉強し準備しておけばよいのか分からない学

生もいると思われる。例えば、英語での授業を受ける

ために必要な単語や言い回し、現地の人とコミュニケー

ションをとる際の手法や表現など最低限のことを知っ

ておくだけでもよリレベルの高い授業になるだけでな

く、現地での生活に早く溶け込めることが期待できる

ことから、こういった英語学習の機会を提供すること

も考えられる。

オランダについてのイメージの変化は先に述べたと

おりであるが、オランダや研修地であるグローニンゲ

ンについてある程度知識を得ておく必要はある。初日

に行われた 2時間ほどの市内ツアーでは、大学教員

によリグローニンゲン大学の歴史や建築物の説明のあ

と、市内を散策しながら街の歴史、モダンアー ト、運

河のつくりや合法化されている売春についてなど興味

深い話がなされた。 しかし、歴史上の人物や年代の話

についてはかなり込み入つており、事前に情報を知っ

ておけば理解もしやすく、質問も出やすかつたのでは

ないかと思われる。さらに、オランダについて乏しい

知識のまま現地にいつたとしても、現地の学生や地域

住民と交流した際により深い話はできないであろう。

仮に、海外の学生が大阪大学に短期研修で訪問したと

して、日本のことや大阪のことを全く知らない、ある

いは偏つた知識しか持っていなかつたとしたら、ホス

ト側としては残念な感想を抱くであろうことは想像に

難くない。そう考えると、事前に現地のことをよく知っ

ておくことは現地人との交流という観点からも不可欠

であると考える。今年度オリエンテーションで行つた

グローニンゲン大学からの交換学生による講義と交流

会のほか、現地の歴史、文化についての事前講習は有

効であろう。

今回の引率では、海外研修に参加する際の心得や現

地での振る舞いについて、いくつか事前に情報として

提供しておけばよいと感じた。何人かの参加者は現地

の学生が授業中に居眠りを全くせずに積極的に授業に

参加している姿に感心していたが、日本以外の国では

当然のことであり、逆に日本人が電車やバスの中で居

眠りをしていることは現地の人からすると奇異に映つ

たようである3。 本研修で図書館の利用方法について

説明を受けている際に数人の参加者が居眠りをしてい

たが、失礼な行動であると受け止められかねないこと

から、こういった行動には注意するよう事前に徹底す

べきである。また、日本人は会話などの際、不快に′思っ

ても相手を傷つけることを避けるため婉曲的な表現を

用いる、日に出さなくても以心伝心で意図をくみ取つ

てもらえる、相手の言つている英語が分からなくても

相槌の意味で頷いてしまう、など欧米人の一般的なコ

ミュニケーションとは異なるスタイルをもつている

(末田。福田、2003)。 相手の言動が嫌だと感じたら

はつきりと “No"と 言わないと相手に通じない、そ

う言つても失礼にはならないことを知つていれば

ESNプログラムで体験した不快な思いは避けられた

かもしれない。本研修では女子学生の割合が高いこと

からも (男子学生だから安心というわけではないが)、

身の安全については、防犯対策と同様に危機管理とし

て徹底すべきである。

次に研修後のフォローアップについて述べる。研修

を終え報告書の提出をもつて本研修は終了となったが、

帰国後も英語の勉強を継続したい、留学生と交流した

いと切願する学生が何人も出ており大変喜ばしいこと

である。そこで参加者決定後から立ち上げていたメー

リングリストを活用し、コーディネーターの知る限り

の国際交流関係の情報を流すことにした。これまで、

10月 に来日したグローニングン大学からの交換留

学生のチューター、11月 の国際学会のアルバイ ト、

平成 21年 2月 の大阪大学超短期プログラムのチュー

タ_4について募集の情報を流したところ、多くの学

生から応募があり選考に困るほどであつた。また人間

科学研究科国際交流室主催の留学生パーティの案内も

したところ、人間科学部以外からも参加が多数あつた。

パーティで本研修に参加した学生が積極的に留学生に

話しかけている姿をみていると、研修の成果を実感す

ると共に、このモチベーションを継続させるために大
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学としてフォローアップの努力をしなければならない   2.グ ロー ニ ング ン大 学 で は本 プ ログ ラム を

と感 じた。日本以外の文化を体験 。吸収 し、外国人と    appetizer programmeと 呼んでいる。英語授業、

接することによつて国際交流の楽しさを学んだ学生が、    専門科 目の履修、バスツアー、学生との交流な

研修後大阪大学の国際化に何らかの形で貢献すること    ど、長期の留学をした場合に体験できる内容を

により真の意味で研修の効果があつたと言えるのでは    盛 り込んだプログラム構成となっている。

ないだろう力、 貴重な人材を学内で生かす創意工夫が   3.グ ローニンゲン教育研究センター職員鐘ヶ江氏

必要である。                       のレポー トによる。

4. http:〃ex.isc.osaka‐ u.ac.jpノ spring2009/index.

5 おわりに                   html
5. http:〃www.osaka‐u.ac.jp/ip/annaプ about/

平成 21年 1月 、大阪大学執行部により「大阪大学    grOundplan.pdf

グラウンドプラン」5が策定された。そのなかで、大

阪大学の「学生の外国語能力を飛躍的に高め、在学中  参考文献
に海外留学経験をもてるよう大胆な教育改革に取り組  桂員佐子 (2002)「海外研修プログラムに関する調査

む」と述べられている。短期海外研修は、経済的、時    研究一武蔵野女子大学短期語学研修における参加

間的に長期留学できない学生にとつて魅力あるプログ    者の自己評価に関する調査報告―」、『武蔵野女子

ラムであり、語学能力の向上、見識の拡大、国際感覚    大学文学部紀要』、第 3号、pp.79‐ 105

の涵養などの効果が期待できる。大学の学生サービス  野中辰也 。田中ゆき子・隅田朗彦 (2001)「短期語学
の一環としても今後、より多くの学生が海外に出かけ    留学プログラムの効果測定 (1)」『新潟青陵女子

る機会を提供すべきであると考える。            短期大学研究報告』第 31号、pp.71‐ 78

末田清子・福田浩子 (2003)『 コミュニケーション学

注                            その展望と視点』、松柏社

1.「阪大生のための海外留学ガイドブック」平成  矢内結香 (2007)『短期海外研修担当者のためのハン

20年 6月研究推進国際部学生交流推進課発行      ドブック』
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